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天

地

個
人
質
問

個
人
質
問

個
人
質
問
34
人
の
議
員
が
行
っ
た
質
問
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
を
取
り
上
げ
て
要
旨
を
掲
載

個
人
質
問
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
議
会
中
継
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

5 4

高
齢
者
の
利
用
も
多
く

講
座
も
好
評
だ
っ
た
ポ
イ
ン
ト
還
元

■Ｑ　　
令
和
２
年
８
月
に
実
施
し
た
ポ
イ
ン

ト
還
元
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
高
齢
者
の
利
用

実
績
は
。
ま
た
、
公
民
館
で
実
施
し
て
い

る
ス
マ
ホ
決
済
講
座
の
狙
い
は
。

■Ａ　　
２
年
７
月
期
と
８
月
期
を
比
較
し
た
場

合
、
全
体
の
利
用
総
額
は
２
０
８
％
で
、
60

代
は
２
２
６
％
、
70
代
は
２
８
５
％
と
若
い

人
よ
り
も
高
齢
者
の
伸
び
率
が
非
常
に
高
い
。

ま
た
、
７
月
期
と
９
月
期
を
比
較
し
た
場
合
、

全
体
の
利
用
総
額
は
１
２
３
％
で
、
60
代
は

１
２
８
％
、
70
代
は
１
６
１
％
と
相
当
増
え

て
い
る
。
現
在
、
問
い
合
わ
せ
の
ほ
と
ん
ど

は
高
齢
者
で
あ
る
。

　
講
座
は
２
年
11
月
下
旬
か
ら
３
年
１
月
上

旬
に
か
け
て
行
い
、
良
い
評
価
を
も
ら
っ
た

と
聞
い
て
い
る
。

Ｇ
ｏ　
Ｔ
ｏ
商
店
街
で

地
域
に
活
気
を
取
り
戻
す

■Ｑ　　
商
店
街
が
企
画
し
た
イ
ベ
ン
ト
等
を

支
援
す
る「
Ｇ
ｏ　
Ｔ
ｏ
商
店
街
」事
業
は
、

継
続
的
、
安
定
的
な
商
店
街
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
を
つ
く
る
チ
ャ
ン
ス
だ
が
、
本
市

の
支
援
を
含
め
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

■Ａ　　
本
事
業
は
地
域
に
活
気
を
取
り
戻
し
商

店
街
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
今
回
の
取
り
組
み
が
一
過
性
で

終
わ
る
こ
と
な
く
継
続
的
な
も
の
に
な
る
よ

う
、
他
地
域
の
先
進
的
な
取
り
組
み
等
の
情

報
を
共
有
し
、
商
店
街
支
援
制
度
「
個
性
創

出
事
業
」
や
「
商
店
街
サ
ポ
ー
ト
ア
イ
デ
ア

協
働
事
業
」
の
活
用
等
に
よ
り
支
援
し
て
い

き
た
い
。　

魅
力
的
な
職
場
創
出
で

若
者
の
定
住
に
つ
な
げ
る

■Ｑ　　
西
大
寺
地
区
で
は
、
か
つ
て
の
に
ぎ

わ
い
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
若
者
が
地
域

か
ら
出
て
い
く
こ
と
を
減
ら
し
、
定
着
や

移
住
定
住
を
図
る
た
め
に
は
、
働
く
場
の

確
保
と
企
業
誘
致
が
必
要
で
は
。

■Ａ　　
学
生
や
若
年
層
の
働
く
場
の
選
択
肢
を

増
や
し
若
者
の
定
住
に
つ
な
げ
る
た
め
、
新

た
な
企
業
誘
致
は
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。

　
若
者
に
人
気
の
あ
る
魅
力
的
な
職
場
を
創

出
す
る
た
め
、
令
和
２
年
度
か
ら
Ｉ
Ｔ
・
デ

ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
を
誘
致
対
象
に
し

て
取
り
組
み
、
西
大
寺
地
区
で
も
企
業
の
立

地
希
望
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
支
援
し
た
い
。

創
業
し
た
い
！
を
応
援

■Ｑ　　
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
支
援
す
る
先
進
都
市

を
創
る
た
め
の
施
策
と
将
来
の
課
題
、
さ

ら
に
先
進
都
市
に
な
る
決
意
は
。

■Ａ　　
本
市
に
お
い
て
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
機
運

が
高
ま
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
創
業
者
支
援

事
業
補
助
金
の
創
設
、
創
業
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
を
行
い
、
令
和
元
年
に
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
支
援
の
拠
点
と
な
る
、
も
も
た
ろ
う
・
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
カ
フ
ェ
を
整
備
し
た
。

　
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か

ら
も
さ
ら
に
歩
み
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
、
本
市
で
起
業
し
て
よ
か
っ
た
と

思
え
る
よ
う
な
施
策
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

に
ぎ
わ
い
を
創
出

容
積
率
緩
和
の
特
例
制
度
を
検
討

■Ｑ　　
容
積
率
の
緩
和
に
よ
り
民
間
が
高
度

な
土
地
利
用
を
行
う
こ
と
で
、
に
ぎ
わ
い

や
魅
力
度
の
高
ま
り
が
期
待
で
き
、
地
価

が
上
昇
す
る
。
に
ぎ
わ
い
が
期
待
さ
れ
る

地
域
の
容
積
率
を
緩
和
し
て
は
ど
う
か
。

■Ａ　　
区
域
で
一
律
に
緩
和
す
る
と
、
ペ
ン
シ

ル
ビ
ル
の
建
設
の
助
長
な
ど
、
良
好
な
市
街

地
の
形
成
を
阻
害
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
考
え

る
。
本
市
で
は
都
市
の
活
力
と
魅
力
の
向
上

に
役
立
つ
取
り
組
み
を
行
う
開
発
に
対
し
、

高
度
利
用
地
区
や
総
合
設
計
制
度
に
よ
る
容

積
率
の
割
り
増
し
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
さ
ら
な
る
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
向

け
、
立
地
適
正
化
計
画
に
定
め
る
都
市
機
能

誘
導
施
設
の
立
地
を
促
す
た
め
、
容
積
率
を

緩
和
す
る
特
例
制
度
な
ど
を
検
討
す
る
。

対
策
を
急
ぐ
市
民
の
足
の
確
保

■Ｑ　　
本
市
は
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画

の
実
施
の
た
め
協
議
会
を
設
け
、
持
続
可

能
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
向

け
協
議
し
て
い
る
。
先
日
バ
ス
事
業
者
８

社
か
ら
「
令
和
３
年
１
月
の
協
議
会
ま
で

に
全
て
の
結
論
を
出
す
の
は
困
難
で
あ
り
、

現
実
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
検
討
を
進
め

て
ほ
し
い
」
と
の
意
見
が
あ
っ
た
と
聞
く
。

な
ぜ
３
年
度
か
ら
実
施
計
画
を
動
か
し
た

い
の
か
。

■Ａ　　
市
内
バ
ス
路
線
の
８
割
は
赤
字
で
対
策

は
待
っ
た
な
し
の
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

に
よ
る
大
幅
な
利
用
者
の
減
少
で
、
都
心
と

周
辺
部
拠
点
を
つ
な
ぐ
10
以
上
の
主
要
な
バ

ス
路
線
が
減
便
と
な
り
、
危
機
的
状
況
だ
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
利
用
者
の
減
少
は
当

面
続
く
と
想
定
さ
れ
、
バ
ス
事
業
は
さ
ら
に

厳
し
く
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。
市
民
の
移
動

手
段
を
確
保
す
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
早
く

対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
区
づ
く
り
推
進
事
業
で
課
題
解
決
へ

■Ｑ　　
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役

目
で
あ
る
住
民
に
よ
る
協
議
体
づ
く
り
や

支
え
合
い
の
事
業
化
を
市
域
に
展
開
す
る

た
め
、
い
く
つ
か
の
地
域
で
モ
デ
ル
実
施

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
は
。

■Ａ　　
地
域
課
題
解
決
の
活
動
を
支
援
す
る
た

め
、
補
助
制
度
と
し
て
区
づ
く
り
推
進
事
業

の
地
域
活
動
部
門
が
あ
る
。
令
和
３
年
度
事

業
の
募
集
で
は
、
具
体
的
な
活
動
の
流
れ
を

フ
ロ
ー
図
で
示
す
な
ど
、
分
か
り
や
す
い
も

の
に
な
る
よ
う
募
集
案
内
を
見
直
し
た
。

　
補
助
制
度
を
活
用
し
地
域
課
題
の
解
決
に

取
り
組
ん
で
も
ら
う
た
め
、
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
情
報
提
供
を
行
い
、
制
度

に
つ
な
が
る
よ
う
連
携
し
支
援
し
た
い
。

長
期
化
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
に
備
え

感
染
症
対
策
課
の
設
置
を
検
討

■Ｑ　　
感
染
者
が
出
続
け
、
担
当
局
の
業
務

量
や
精
神
的
ス
ト
レ
ス
は
増
大
し
て
い
る

と
思
う
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
対
応
は
長
期
化

を
念
頭
に
、
体
制
を
再
構
築
・
再
整
備
す

べ
き
で
は
。

■Ａ　　
令
和
２
年
３
月
以
降
長
期
に
わ
た
る
対

応
を
職
員
は
強
い
ら
れ
て
お
り
、
当
初
は
16

人
体
制
だ
っ
た
が
、
保
健
セ
ン
タ
ー
等
の
保

健
師
や
事
務
職
等
の
応
援
、
他
部
署
か
ら
の

人
事
異
動
な
ど
で
21
人
増
員
し
て
き
た
。

　
２
年
11
月
に
入
り
新
規
感
染
者
が
増
大
し
、

非
常
に
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
事
態

の
長
期
化
に
備
え
、
全
庁
か
ら
保
健
師
17
人

の
異
動
で
合
計
38
人
補
強
し
た
。
保
健
所
機

能
を
維
持
で
き
る
よ
う
適
宜
人
員
の
補
充
や

応
援
体
制
な
ど
全
力
を
挙
げ
て
体
制
整
備
を

図
り
た
い
。
ま
た
、
３
年
度
に
向
け
て
感
染

症
対
策
課
の
設
置
を
検
討
し
て
い
る
。

分
散
避
難
を
見
据
え
て
車
中
泊
避
難

場
所
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

■Ｑ　　
感
染
症
対
策
と
し
て
分
散
避
難
が
求

め
ら
れ
る
中
、
大
雨
時
に
浸
水
被
害
想
定

の
な
い
避
難
場
所
で
は
、
車
中
泊
避
難
も

実
施
さ
れ
る
が
、
該
当
す
る
避
難
場
所
の

情
報
提
供
は
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
公
益

を
担
う
車
両
の
避
難
場
所
の
確
保
が
必
要

で
は
な
い
か
。

■Ａ　　
車
中
泊
避
難
は
、
運
動
場
に
浸
水
被
害

想
定
が
な
い
市
立
小
・
中
学
校
29
校
で
実
施

を
予
定
し
て
お
り
、
該
当
の
避
難
所
の
情
報

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
く
。

公
益
を
担
う
車
両
の
避
難
場
所
の
確
保
は
考

え
て
い
な
い
が
、
状
況
に
よ
り
必
要
な
場
合

も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
個
別
に
協
議
し
た
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
促
進
を
図
る

■Ｑ　　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
取
時
間

の
延
長
、
日
曜
日
の
受
け
取
り
、
予
約
制

な
ど
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
カ

ー
ド
の
普
及
に
向
け
て
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

■Ａ　　
交
付
事
務
の
効
率
化
は
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
向
上
と
窓
口
の
混
雑
緩
和
の
た
め
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
交
付
窓
口
の
地
域

セ
ン
タ
ー
へ
の
拡
大
、
日
曜
開
庁
、
予
約
制

の
導
入
、
取
扱
時
間
の
延
長
な
ど
に
つ
い
て

区
役
所
と
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
今
後
、
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
住
民
票
の
写

し
な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
手
数
料
の
見
直
し
、

一
部
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
な
ど
を
検
討

し
た
い
。

 

区
づ
く
り
推
進
事
業
の
説
明
会

E
conom

y
 　Community Planning

経
済
・
ま
ち
づ
く
り

※３【総合設計制度】
一定規模以上の面積を有する敷地について、その敷地内に一定割合以
上の日常一般に開放された空地（公開空地）を確保し、市街地環境の
整備改善に役立つと認められる建築計画に対して、法による容積率及
び高さに関する形態規制の一部を緩和できる制度

※５【区づくり推進事業】
地域の特色を生かした事業を各区の区民が主体的に企画・運営・実
施することを通じて、地域のまちづくりを推進することを目的とし
た事業

※４【地域公共交通網形成計画】
持続可能な公共交通ネットワークの構築を目的に、市の公共交通のあ
るべき姿を描き、実現するための具体的な施策、スケジュール等を定
める計画

※２【高度利用地区】
市街地における土地の高度利用と都
市機能の更新を図るために指定する
もので、市街地環境への貢献度に応
じて容積率の割り増しができる

※１【ペンシルビル】
狭い土地に建てる細長い
ビル

建
部
町
公
民
館
で
開
催
さ
れ
た
ス
マ
ホ
講
座

　
　
Life

　
　
Life

　
　
Life

　
　
Life

く
ら
し

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
窓
口
（
北
区
役
所
）

※

１

※

２

※

３

※

４

※

５
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地
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問

個
人
質
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個
人
質
問
34
人
の
議
員
が
行
っ
た
質
問
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
を
取
り
上
げ
て
要
旨
を
掲
載

個
人
質
問
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
議
会
中
継
で
配
信
し
て
い
ま
す
。
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高
齢
者
の
利
用
も
多
く

講
座
も
好
評
だ
っ
た
ポ
イ
ン
ト
還
元

■Ｑ　　
令
和
２
年
８
月
に
実
施
し
た
ポ
イ
ン

ト
還
元
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
高
齢
者
の
利
用

実
績
は
。
ま
た
、
公
民
館
で
実
施
し
て
い

る
ス
マ
ホ
決
済
講
座
の
狙
い
は
。

■Ａ　　
２
年
７
月
期
と
８
月
期
を
比
較
し
た
場

合
、
全
体
の
利
用
総
額
は
２
０
８
％
で
、
60

代
は
２
２
６
％
、
70
代
は
２
８
５
％
と
若
い

人
よ
り
も
高
齢
者
の
伸
び
率
が
非
常
に
高
い
。

ま
た
、
７
月
期
と
９
月
期
を
比
較
し
た
場
合
、

全
体
の
利
用
総
額
は
１
２
３
％
で
、
60
代
は

１
２
８
％
、
70
代
は
１
６
１
％
と
相
当
増
え

て
い
る
。
現
在
、
問
い
合
わ
せ
の
ほ
と
ん
ど

は
高
齢
者
で
あ
る
。

　
講
座
は
２
年
11
月
下
旬
か
ら
３
年
１
月
上

旬
に
か
け
て
行
い
、
良
い
評
価
を
も
ら
っ
た

と
聞
い
て
い
る
。

Ｇ
ｏ　
Ｔ
ｏ
商
店
街
で

地
域
に
活
気
を
取
り
戻
す

■Ｑ　　
商
店
街
が
企
画
し
た
イ
ベ
ン
ト
等
を

支
援
す
る「
Ｇ
ｏ　
Ｔ
ｏ
商
店
街
」事
業
は
、

継
続
的
、
安
定
的
な
商
店
街
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
を
つ
く
る
チ
ャ
ン
ス
だ
が
、
本
市

の
支
援
を
含
め
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

■Ａ　　
本
事
業
は
地
域
に
活
気
を
取
り
戻
し
商

店
街
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
今
回
の
取
り
組
み
が
一
過
性
で

終
わ
る
こ
と
な
く
継
続
的
な
も
の
に
な
る
よ

う
、
他
地
域
の
先
進
的
な
取
り
組
み
等
の
情

報
を
共
有
し
、
商
店
街
支
援
制
度
「
個
性
創

出
事
業
」
や
「
商
店
街
サ
ポ
ー
ト
ア
イ
デ
ア

協
働
事
業
」
の
活
用
等
に
よ
り
支
援
し
て
い

き
た
い
。　

魅
力
的
な
職
場
創
出
で

若
者
の
定
住
に
つ
な
げ
る

■Ｑ　　
西
大
寺
地
区
で
は
、
か
つ
て
の
に
ぎ

わ
い
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
若
者
が
地
域

か
ら
出
て
い
く
こ
と
を
減
ら
し
、
定
着
や

移
住
定
住
を
図
る
た
め
に
は
、
働
く
場
の

確
保
と
企
業
誘
致
が
必
要
で
は
。

■Ａ　　
学
生
や
若
年
層
の
働
く
場
の
選
択
肢
を

増
や
し
若
者
の
定
住
に
つ
な
げ
る
た
め
、
新

た
な
企
業
誘
致
は
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。

　
若
者
に
人
気
の
あ
る
魅
力
的
な
職
場
を
創

出
す
る
た
め
、
令
和
２
年
度
か
ら
Ｉ
Ｔ
・
デ

ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
を
誘
致
対
象
に
し

て
取
り
組
み
、
西
大
寺
地
区
で
も
企
業
の
立

地
希
望
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
支
援
し
た
い
。

創
業
し
た
い
！
を
応
援

■Ｑ　　
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
支
援
す
る
先
進
都
市

を
創
る
た
め
の
施
策
と
将
来
の
課
題
、
さ

ら
に
先
進
都
市
に
な
る
決
意
は
。

■Ａ　　
本
市
に
お
い
て
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
機
運

が
高
ま
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
創
業
者
支
援

事
業
補
助
金
の
創
設
、
創
業
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
を
行
い
、
令
和
元
年
に
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
支
援
の
拠
点
と
な
る
、
も
も
た
ろ
う
・
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
カ
フ
ェ
を
整
備
し
た
。

　
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か

ら
も
さ
ら
に
歩
み
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
、
本
市
で
起
業
し
て
よ
か
っ
た
と

思
え
る
よ
う
な
施
策
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

に
ぎ
わ
い
を
創
出

容
積
率
緩
和
の
特
例
制
度
を
検
討

■Ｑ　　
容
積
率
の
緩
和
に
よ
り
民
間
が
高
度

な
土
地
利
用
を
行
う
こ
と
で
、
に
ぎ
わ
い

や
魅
力
度
の
高
ま
り
が
期
待
で
き
、
地
価

が
上
昇
す
る
。
に
ぎ
わ
い
が
期
待
さ
れ
る

地
域
の
容
積
率
を
緩
和
し
て
は
ど
う
か
。

■Ａ　　
区
域
で
一
律
に
緩
和
す
る
と
、
ペ
ン
シ

ル
ビ
ル
の
建
設
の
助
長
な
ど
、
良
好
な
市
街

地
の
形
成
を
阻
害
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
考
え

る
。
本
市
で
は
都
市
の
活
力
と
魅
力
の
向
上

に
役
立
つ
取
り
組
み
を
行
う
開
発
に
対
し
、

高
度
利
用
地
区
や
総
合
設
計
制
度
に
よ
る
容

積
率
の
割
り
増
し
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
さ
ら
な
る
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
向

け
、
立
地
適
正
化
計
画
に
定
め
る
都
市
機
能

誘
導
施
設
の
立
地
を
促
す
た
め
、
容
積
率
を

緩
和
す
る
特
例
制
度
な
ど
を
検
討
す
る
。

対
策
を
急
ぐ
市
民
の
足
の
確
保

■Ｑ　　
本
市
は
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画

の
実
施
の
た
め
協
議
会
を
設
け
、
持
続
可

能
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
向

け
協
議
し
て
い
る
。
先
日
バ
ス
事
業
者
８

社
か
ら
「
令
和
３
年
１
月
の
協
議
会
ま
で

に
全
て
の
結
論
を
出
す
の
は
困
難
で
あ
り
、

現
実
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
検
討
を
進
め

て
ほ
し
い
」
と
の
意
見
が
あ
っ
た
と
聞
く
。

な
ぜ
３
年
度
か
ら
実
施
計
画
を
動
か
し
た

い
の
か
。

■Ａ　　
市
内
バ
ス
路
線
の
８
割
は
赤
字
で
対
策

は
待
っ
た
な
し
の
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

に
よ
る
大
幅
な
利
用
者
の
減
少
で
、
都
心
と

周
辺
部
拠
点
を
つ
な
ぐ
10
以
上
の
主
要
な
バ

ス
路
線
が
減
便
と
な
り
、
危
機
的
状
況
だ
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
利
用
者
の
減
少
は
当

面
続
く
と
想
定
さ
れ
、
バ
ス
事
業
は
さ
ら
に

厳
し
く
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。
市
民
の
移
動

手
段
を
確
保
す
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
早
く

対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
区
づ
く
り
推
進
事
業
で
課
題
解
決
へ

■Ｑ　　
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役

目
で
あ
る
住
民
に
よ
る
協
議
体
づ
く
り
や

支
え
合
い
の
事
業
化
を
市
域
に
展
開
す
る

た
め
、
い
く
つ
か
の
地
域
で
モ
デ
ル
実
施

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
は
。

■Ａ　　
地
域
課
題
解
決
の
活
動
を
支
援
す
る
た

め
、
補
助
制
度
と
し
て
区
づ
く
り
推
進
事
業

の
地
域
活
動
部
門
が
あ
る
。
令
和
３
年
度
事

業
の
募
集
で
は
、
具
体
的
な
活
動
の
流
れ
を

フ
ロ
ー
図
で
示
す
な
ど
、
分
か
り
や
す
い
も

の
に
な
る
よ
う
募
集
案
内
を
見
直
し
た
。

　
補
助
制
度
を
活
用
し
地
域
課
題
の
解
決
に

取
り
組
ん
で
も
ら
う
た
め
、
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
情
報
提
供
を
行
い
、
制
度

に
つ
な
が
る
よ
う
連
携
し
支
援
し
た
い
。

長
期
化
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
に
備
え

感
染
症
対
策
課
の
設
置
を
検
討

■Ｑ　　
感
染
者
が
出
続
け
、
担
当
局
の
業
務

量
や
精
神
的
ス
ト
レ
ス
は
増
大
し
て
い
る

と
思
う
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
対
応
は
長
期
化

を
念
頭
に
、
体
制
を
再
構
築
・
再
整
備
す

べ
き
で
は
。

■Ａ　　
令
和
２
年
３
月
以
降
長
期
に
わ
た
る
対

応
を
職
員
は
強
い
ら
れ
て
お
り
、
当
初
は
16

人
体
制
だ
っ
た
が
、
保
健
セ
ン
タ
ー
等
の
保

健
師
や
事
務
職
等
の
応
援
、
他
部
署
か
ら
の

人
事
異
動
な
ど
で
21
人
増
員
し
て
き
た
。

　
２
年
11
月
に
入
り
新
規
感
染
者
が
増
大
し
、

非
常
に
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
事
態

の
長
期
化
に
備
え
、
全
庁
か
ら
保
健
師
17
人

の
異
動
で
合
計
38
人
補
強
し
た
。
保
健
所
機

能
を
維
持
で
き
る
よ
う
適
宜
人
員
の
補
充
や

応
援
体
制
な
ど
全
力
を
挙
げ
て
体
制
整
備
を

図
り
た
い
。
ま
た
、
３
年
度
に
向
け
て
感
染

症
対
策
課
の
設
置
を
検
討
し
て
い
る
。

分
散
避
難
を
見
据
え
て
車
中
泊
避
難

場
所
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

■Ｑ　　
感
染
症
対
策
と
し
て
分
散
避
難
が
求

め
ら
れ
る
中
、
大
雨
時
に
浸
水
被
害
想
定

の
な
い
避
難
場
所
で
は
、
車
中
泊
避
難
も

実
施
さ
れ
る
が
、
該
当
す
る
避
難
場
所
の

情
報
提
供
は
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
公
益

を
担
う
車
両
の
避
難
場
所
の
確
保
が
必
要

で
は
な
い
か
。

■Ａ　　
車
中
泊
避
難
は
、
運
動
場
に
浸
水
被
害

想
定
が
な
い
市
立
小
・
中
学
校
29
校
で
実
施

を
予
定
し
て
お
り
、
該
当
の
避
難
所
の
情
報

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
く
。

公
益
を
担
う
車
両
の
避
難
場
所
の
確
保
は
考

え
て
い
な
い
が
、
状
況
に
よ
り
必
要
な
場
合

も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
個
別
に
協
議
し
た
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
促
進
を
図
る

■Ｑ　　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
取
時
間

の
延
長
、
日
曜
日
の
受
け
取
り
、
予
約
制

な
ど
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
カ

ー
ド
の
普
及
に
向
け
て
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

■Ａ　　
交
付
事
務
の
効
率
化
は
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
向
上
と
窓
口
の
混
雑
緩
和
の
た
め
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
交
付
窓
口
の
地
域

セ
ン
タ
ー
へ
の
拡
大
、
日
曜
開
庁
、
予
約
制

の
導
入
、
取
扱
時
間
の
延
長
な
ど
に
つ
い
て

区
役
所
と
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
今
後
、
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
住
民
票
の
写

し
な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
手
数
料
の
見
直
し
、

一
部
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
な
ど
を
検
討

し
た
い
。

 

区
づ
く
り
推
進
事
業
の
説
明
会

E
conom

y
 　Community Planning

経
済
・
ま
ち
づ
く
り

※３【総合設計制度】
一定規模以上の面積を有する敷地について、その敷地内に一定割合以
上の日常一般に開放された空地（公開空地）を確保し、市街地環境の
整備改善に役立つと認められる建築計画に対して、法による容積率及
び高さに関する形態規制の一部を緩和できる制度

※５【区づくり推進事業】
地域の特色を生かした事業を各区の区民が主体的に企画・運営・実
施することを通じて、地域のまちづくりを推進することを目的とし
た事業

※４【地域公共交通網形成計画】
持続可能な公共交通ネットワークの構築を目的に、市の公共交通のあ
るべき姿を描き、実現するための具体的な施策、スケジュール等を定
める計画

※２【高度利用地区】
市街地における土地の高度利用と都
市機能の更新を図るために指定する
もので、市街地環境への貢献度に応
じて容積率の割り増しができる

※１【ペンシルビル】
狭い土地に建てる細長い
ビル

建
部
町
公
民
館
で
開
催
さ
れ
た
ス
マ
ホ
講
座

　
　
Life

　
　
Life

　
　
Life

　
　
Life

く
ら
し

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
窓
口
（
北
区
役
所
）

※

１

※

２

※

３

※

４

※

５
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－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

個
人
質
問

常
任
委
員
会

審
査
か
ら

7 6

継
続
し
た
い
氷
河
期
世
代
の
採
用

■Ｑ　　
令
和
２
年
度
に
実
施
し
た
就
職
氷
河

期
世
代
を
対
象
と
し
た
職
員
採
用
試
験
の

評
価
と
３
年
度
以
降
の
考
え
は
。

■Ａ　　
６
人
の
募
集
定
員
に
対
し
、
受
験
者
は

１
０
７
２
人
で
８
人
を
採
用
し
た
。
優
秀
な

方
も
多
く
、
こ
の
た
び
の
採
用
で
市
役
所
全

体
の
パ
ワ
ー
が
上
が
る
と
感
じ
て
い
る
。
ま

た
、
そ
の
中
に
は
出
産
育
児
を
契
機
と
し
て

非
正
規
等
と
な
っ
た
女
性
も
い
た
。
世
の
中

全
体
で
は
出
産
や
育
児
で
会
社
を
辞
め
る
方

が
多
く
、
正
規
雇
用
を
求
め
て
い
る
。
女
性

の
活
躍
に
つ
い
て
は
雇
用
の
流
動
性
が
必
要

だ
と
思
っ
た
。

　
就
職
氷
河
期
世
代
を
対
象
と
し
た
職
員
採

用
試
験
は
３
年
度
も
実
施
し
た
い
。

情
報
教
育
の
推
進

■Ｑ　　
令
和
３
年
度
か
ら
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
授
業
の
開
始
に
伴
い
、
教
育
研
究
研

修
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
す
る
情
報
教
育
推

進
室
の
役
割
と
人
員
は
、
ど
の
よ
う
な
も

の
に
な
る
の
か
。

■Ａ　　
情
報
教
育
推
進
室
は
、
学
校
の
多
種
多

様
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
研
究
や
教
員
の
指
導
力

向
上
の
た
め
の
研
修
の
充
実
を
図
る
。
ま
た
、

職
員
が
直
接
学
校
を
訪
問
す
る
こ
と
に
よ
る

迅
速
な
支
援
や
、
災
害
等
の
緊
急
時
に
備
え

た
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の
研
究
等
を
進
め
る
。

　
現
時
点
で
人
員
の
配
置
は
公
表
で
き
な
い

が
、
情
報
教
育
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な

体
制
を
整
備
す
る
。

年
次
的
に
増
設
を
計
画

■Ｑ　　
通
級
指
導
教
室
の
指
導
・
支
援
の
今

後
の
あ
り
方
、
現
状
の
課
題
、
解
決
へ
の

取
り
組
み
は
。
ま
た
、
設
置
状
況
と
配
置

計
画
、
児
童
生
徒
の
通
室
や
増
設
基
準
は
。

■Ａ　　
小
・
中
学
校
の
通
級
指
導
教
室
を
24
校

に
35
教
室
設
置
し
て
い
る
。
通
室
基
準
は
、

発
達
障
害
の
特
性
に
よ
る
課
題
の
改
善
・
克

服
を
目
的
と
し
た
指
導
・
支
援
が
必
要
だ
が
、

概
ね
通
常
の
学
級
で
の
学
習
や
生
活
に
適
応

で
き
る
こ
と
で
、
通
級
指
導
校
と
在
籍
校
の

連
携
を
図
り
、
適
切
な
支
援
を
行
う
。
通
級

の
希
望
者
が
増
え
、
一
人
の
担
当
者
が
多
く

の
児
童
生
徒
を
指
導
し
て
い
る
た
め
、
年
次

的
に
増
設
を
計
画
し
て
い
る
。
増
設
は
、
児

童
生
徒
数
や
施
設
の
使
用
状
況
、
市
全
体
の

バ
ラ
ン
ス
等
を
総
合
的
に
検
討
し
て
い
る
。

養
育
支
援
が
必
要
な
家
庭
へ
の

ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
を
開
始
予
定

■Ｑ　　
明
石
市
で
は
、
子
ど
も
が
１
歳
に
な

る
ま
で
、
見
守
り
訪
問
員
が
毎
月
お
む
つ

を
無
料
で
届
け
る
個
別
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
仕
組
み
や
必
要
性
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
ま
た
、
親
が
問
題
を
抱
え
支
援
を
拒
む

場
合
が
あ
る
。
訪
問
ヘ
ル
パ
ー
の
よ
う
な

子
ど
も
の
生
活
環
境
を
支
え
る
支
援
事
業

は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

■Ａ　　
本
市
で
は
、
養
育
力
の
課
題
や
虐
待
の

リ
ス
ク
な
ど
支
援
が
必
要
な
家
庭
に
は
、
地

域
こ
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー
や
保
健
セ
ン
タ
ー

等
が
個
別
の
訪
問
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
令
和
３
年
１
月
か
ら
は
、
生
活
援

助
を
行
う
ヘ
ル
パ
ー
を
一
定
期
間
派
遣
す
る

養
育
支
援
ヘ
ル
パ
ー
訪
問
事
業
を
開
始
す
る

予
定
。

啓
発
や
研
修
で
認
識
を
深
め
る

■Ｑ　　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
と
課
題
を

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。
ま
た
、

関
係
機
関
と
の
連
携
が
必
要
だ
が
、
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。　

■Ａ　　
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
（
要
対

協
）
で
ネ
グ
レ
ク
ト
（
育
児
放
棄
）
と
し
て

把
握
し
て
い
る
中
に
該
当
事
例
が
あ
り
、
関

係
機
関
と
連
携
し
支
援
し
て
い
る
が
、
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
認
識
が
本
市
を
含
め
た
要

対
協
全
体
で
は
十
分
と
は
言
え
な
い
。

　
ま
ず
は
要
対
協
の
構
成
機
関
に
対
し
、
啓

発
や
研
修
等
を
実
施
し
、
認
識
や
理
解
を
深

め
て
い
き
た
い
。

拠
点
園
以
外
の
認
定
こ
ど
も
園
に
も

園
児
が
落
ち
着
く
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

■Ｑ　　
市
立
認
定
こ
ど
も
園
が
障
害
児
保
育

拠
点
園
で
な
い
場
合
、
新
築
し
て
も
障
害

児
専
用
室
が
な
い
。
全
て
の
市
立
認
定
こ

ど
も
園
を
拠
点
園
と
す
る
か
、
障
害
児
専

用
室
を
必
置
と
す
る
べ
き
で
は
。

■Ａ　　
現
時
点
で
は
、
全
て
の
市
立
認
定
こ
ど

も
園
を
拠
点
園
に
す
る
方
針
で
は
な
い
が
、

拠
点
園
を
市
立
認
定
こ
ど
も
園
に
移
行
し
て

園
舎
を
建
て
替
え
る
場
合
は
、
専
用
の
保
育

室
を
整
備
す
る
。

　
ま
た
、
拠
点
園
以
外
の
認
定
こ
ど
も
園
を

新
設
す
る
場
合
は
、
多
目
的
室
を
整
備
す
る

な
ど
園
児
を
落
ち
着
か
せ
る
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
で
き
る
よ
う
配
慮
し
た
い
。

情
報
教
育
推
進
室
を
設
置
予
定
の
西
大
寺
公
民
館

市議会日誌（令和２年10月13日～３年１月12日）
議会運営委員会
新型コロナウイルス感染症対策調査特別委員会
10月臨時市議会、総務、市民・産業委員会
大都市制度調査特別委員会
人口減少対策調査特別委員会
新型コロナウイルス感染症対策調査特別委員会
新庁舎整備調査特別委員会
ダイバーシティ推進調査特別委員会
総務委員会
災害に強いまちづくり調査特別委員会
議会運営委員会、新庁舎整備調査特別委員会
総務、保健福祉・協働、市民・産業、都市・環境、
子ども・文教委員会及び同協議会
11月定例市議会開会、総務委員会
　　　34人の議員による個人質問
議会運営委員会
総務、保健福祉・協働、市民・産業、都市・環境、
子ども・文教委員会
総務委員会
議会運営委員会
11月定例市議会閉会
新庁舎整備調査特別委員会
議会運営委員会

10月20日
　　22日
　　27日
　　28日
　　30日
11月５日
　　９日
　　11日
　　12日
　　16日
　　24日
　　25日

　　27日
12月３日～９日
　　８日
　　10日
　　　　
　　11日
　　14日
　　15日
１月７日
　　12日

常任委員会審査から 委員長報告は市議会ホームページに
掲載しています。

総務委員会

議論となった点について、委員長報告の要旨や
審査・調査項目を掲載

令和２年度岡山市一般会計補正予算（第６号）　

ほか13件の議案が付託され、賛成多数または

全会一致で原案のとおり可決ならびに同意す

べきものと決定した。

（主な審査項目など）
・令和２年度岡山市一般会計補正予算について
・岡山市新南消防署新築工事請負契約の締結について　など

市民・産業委員会

（主な審査項目など）
・事業継続支援金
・岡山県警との「安全で安心なまちづくり」新岡山市行
　動プランの締結について　など

子ども・文教委員会

（主な審査項目など）
・新生児子育て応援金事業
・指定管理者の指定について　など

保健福祉・協働委員会

介護・障害等事業従事者慰労金の対象者について

（主な審査項目など）
・移住定住促進事業について 
・高齢者インフルエンザ予防接種の無料化　など

都市・環境委員会

（主な審査項目など）
・市道路線の認定、廃止
・軌道敷設の工事施行認可申請に係る意見について　など

今回の指定管理者はどのように地域振興に取り
組んでいくのか。

地元雇用という考え方に加え、各施設で自主事
業等を行う場合においても地域と連携して活動
を行っていくことが提案されている。

　
　
C
hild 

　
  　
　
C
are

子
育
て

※６【ヤングケアラー】
本来、大人が担うような家族の介護や世話をすることで、自らの育ち
や教育に影響を及ぼしている18歳未満の子ども

宇野認定こども園内に整備
された障害児専用保育室

給付対象者の柔道整復・あんま等施術所が医療
保険適用でなければならない理由は。委員

現状は医療従事者に給付しており、医師の指示
等で医療的行為を行う方も対象にすべきとした。

医療保険適用でなくとも資格を持ちエッセンシ
ャルワーカーに近い仕事をされている方もいる。
給付対象者の範囲を引き続き検討してほしい。

委員

市

道路占用料徴収条例の一部改正
占用許可を受けて道路に埋設した管を使用しな
くなった場合の取り扱いは。委員

未撤去の管の位置は把握できているか。委員

基本的に使用しなくなった管は埋設者が撤去す
る。どうしても撤去困難な場合は埋設者が管理
する。

市

記録を残すことなど検討していきたい。市

市

地域振興にも取り組む指定管理者
̶岡山市社会体育施設・岡山市立市民屋内温水
　　　　プール・岡山市東山プールの指定管理̶

委員

GIGAスクール構想と学校図書館の在り方
タブレット端末は学校図書館でも接続できるか。委員

常態的に授業する教室等の整備を考えており、
学校図書館は図書を利用するため対象ではない。
それは現在の在り方であり、情報センターの役
割や構想が目指す方向性を念頭に考えてほしい。委員

学校図書館利用の原則論はあるが、タブレット
には様々な使い方があるので、研究したい。

市

市

※

６
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